
高
い
国
保
税
、
さ
ら
に
上
げ
る
？

住
民
の
悲
鳴
「
ど
こ
吹
く
風
」
の
政
治

　

国
保
の
運
営
が
市
町
村

か
ら
県
に
移
る
こ
と
で
、

た
だ
で
さ
え
高
い
国
保
税

が
、
も
っ
と
上
が
る
か
も

し
れ
な
い
と
心
配
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
税
額
を

市
町
村
が
決
め
て
い
た
の

に
、
県
が
「
目
安
」
を
示

し
て
介
入
す
る
。
市
町
村

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計

に
繰
入
れ
る
こ
と
に
よ
る

保
険
税
軽
減
も
、
や
り
に

く
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

県
議
現
職
時
か
ら
、「
県

へ
の
移
管
で
保
険
税
を
上

げ
て
は
な
ら
な
い
」
と
主

張
し
て
い
た
。
今
も
、
生

活
相
談
の
中
で
、
高
す
ぎ

る
国
保
税
に
は
、
抗
議
の

声
が
引
き
も
切
ら
な
い
。

　

住
民
の
切
実
な
声
が
政

治
に
届
か
な
い
の
は
、
何

も
国
民
健
康
保
険
税（
料
）

問
題
に
限
っ
た
話
で
は
な

い
。
し
か
し
、
余
り
に
も

ひ
ど
過
ぎ
る
。

　
「
無
駄
を
削
っ
て
国
保

税
の
軽
減
を
」「
減
額
免

除
制
度
の
充
実
を
」･･

改
め
て
声
を
上
げ
た
い
。

元県議会議員　扶川敦の活動報告　　「県政みたまま」　

発行
元県議会議員
扶 川 敦
板野町犬伏字
大坪
事務所電話

無所属

２０１７年 9 月号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）

　
　
「
人
助
け
と
世
直
し
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
次
の
五
つ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

政
治
社
会
問
題
を
取
材
し
て
問
題
点
を
発
信
中
で
す
。

②
政
治
活
動　

情
報
公
開
、
監
査
請
求
、
住
民
訴
訟
な
ど
制
度
を
利
用
し
、
取
材

　

で
知
っ
た
県
政
の
問
題
点
を
中
心
に
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お
り
ま
す
。

③
無
料
生
活
相
談
活
動　

弁
護
士
や
司
法
書
士
さ
ん
等
の
ご
紹
介
も
し
ま
す
が
、

　

私
自
身
が
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

④
被
災
者
支
援　

各
地
の
被
災
地
に
行
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
お
り
ま
す
。

⑤
社
会
的
弱
者
支
援　

仲
間
と
便
利
屋
「
Ｔ
Ｓ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
」
を
立
ち
上
げ
、
低

　

所
得
者
向
け
格
安
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
（
引
っ
越
し
、
中
古
物
品
販
売
、
片
付
け

　

や
掃
除
等
々
）
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　

※
い
つ
で
も
情
報
の
提
供
や
ご
相
談
、
作
業
依
頼
な
ど
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

舛
添
前
東
京
都
知
事
の

よ
う
な
公
用
車
の
目
的

外
使
用
が
な
い
か
点
検

　

東
京
都
舛
添
要
一
前
知

事
は
、
公
用
車
を
野
球
観

戦
や
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
、

別
荘
通
い
等
に
使
っ
た
。

海
外
出
張
の
浪
費
も
あ
り

辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

同
様
な
問
題
が
な
い

か
、
飯
泉
知
事
専
用
車
の

「
運
転
記
録
」、
知
事
の
公

務
記
録
「
知
事
の
一
日
」、

知
事
カ
バ
ン
持
ち
職
員
の

「
復
命
書
」
を
情
報
公
開

請
求
し
て
点
検
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、「
知
事
の

一
日
」
は
、
私
用
や
政
務

（
政
治
活
動
の
用
務
）
は

も
と
よ
り
、
公
務
も
全
部

は
記
録
し
て
い
な
い
。　

　
「
運
転
記
録
」
は
、
一

般
県
職
員
に
は
規
則
通
り

行
先
や
用
務
内
容
等
を
詳

し
く
書
か
せ
る
の
に
、
知

事
ら
三
役
の
専
用
車
は
、

例
え
ば
、
行
程
＝
「
徳
島

市
」、
用
務
＝
「
自
動
車

運
転
」
と
だ
け･･

。

　

東
京
都
舛
添
前
知
事
の

専
用
車
運
転
記
録
も
情
報

公
開
で
入
手
し
た
。
こ
れ

に
は
、「
九
時
四
〇
分
か

ら
十
時
五
分
ま
で
世
田

谷
区
」
等
と
運
行
区
間
が

書
い
て
あ
る
。
だ
か
ら
、

湯
河
原
別
荘
通
い
も
わ

か
っ
た
。
一
方
、
飯
泉
知

事
専
用
車
の
運
転
記
録

は
、
全
く
中
身
が
な
い
。

知
事
が
使
う
の
に
、
用
務

＝
「
自
動
車
運
転
」
と
は
、

人
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
。

　
「
復
命
書
」
も
、
県
外

出
張
分
は
あ
る
の
に
、
県

内
分
は
、
一
枚
も
作
っ
て

い
な
い
。
秘
書
課
長
決
裁

に
よ
り
、
口
頭
報
告
だ
け

に
し
て
い
る
の
だ
。

　

わ
ざ
と
公
文
書
を
作
ら

な
か
っ
た
り
内
容
を
省
略

し
て
、
情
報
を
隠
す
手
口

は
、
国
政
で
も
官
僚
が
駆

使
し
て
い
る
。徳
島
で
も
、

飯
泉
知
事
が
先
頭
に
立
っ

て
情
報
公
開
制
度
を
骨
抜

き
に
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。

意
図
的
な
隠
蔽
！
？

強
い
疑
問
抱
き
、
住
民

監
査
請
求
書
を
提
出

　

も
し
意
図
的
な
情
報
隠

蔽
な
ら
、
飯
泉
知
事
の
公

用
車
が
、
知
事
公
務
以
外

に
使
わ
れ
て
い
る
疑
い
が

強
ま
る
。

　

そ
こ
で
、
車
が

使
わ
れ
て
い
る
の

に
「
知
事
の
一

日
」
に
何
も
記
載

が
な
い
時
間
帯
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
と

こ
ろ
、出
る
わ
出
る
わ
・・
。

　

県
議
会
の
政
務
活
動
費

問
題
で
は
、
領
収
証
偽
造

等
の
不
正
で
二
県
議
が
辞

職
。
使
途
を
説
明
で
き
ず

返
金
す
る
県
議
も
相
次
い

だ
。
知
事
だ
け
が
、
公
金

支
出
の
使
途
を
説
明
し
な

く
て
よ
い
は
ず
が
な
い
。

　

そ
こ
で
六
月
五
日
、
住

民
監
査
請
求
を
提
出
し

た
。
た
だ
、
全
部
は
無
理

な
の
で
、
二
件
を
抜
き
出

し
て
監
査
を
求
め
た
。

「
と
く
し
ま
記
念
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
鑑
賞
後
の

行
動
が
不
明
だ

　

一
件
は
、
昨
年
の
五
月

一
四
日
。
知
事
公
用
車
が

知
人
の
披
露
宴
会
場
前
で

待
機
し
て
い
る
の
を
、「
ト

リ
ビ
ュ
ー
ン
し
こ
く
」
記

者
が
撮
影
し
た
。
も
う
一

件
は
、同
年
七
月
一
〇
日
。

文
理
大
学
で
の
「
と
く
し

ま
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

の
演
奏
会
後
、
夜
八
時
半

ま
で
五
時
間
も
専
用
車
が

使
用
さ
れ
た
。と
こ
ろ
が
、

「
知
事
の
一
日
」
に
は
活

動
内
容
の
記
載
が
な
い
。

　
「
記
念
オ
ケ
」
を
巡
っ

て
は
、
飯
泉
知
事
の
二
〇

年
来
の
知
人
で
、
一
時
期

知
事
が
県
の
政
策
参
与
に

任
命
し
た
川
岸
美
奈
子
氏

が
、
東
京
国
税
局
か
ら
脱

税
で
告
発
さ
れ
た
。
川

岸
氏
が
代
表
す
る
音
楽

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

記
念
オ
ケ
事
業
の
金
が

三
億
八
千
万
円
も
支
払
わ

れ
た
。
そ
の
所
得
申
告
を

し
て
い
な
か
っ
た
。

　

演
奏
会
後
の
空
白
時

間
、
知
事
が
何
を
し
て
い

た
の
か
、
何
度
秘
書
課
に

尋
ね
て
も
、
課
長
ら
は
、

「
必
要
な
こ
と
は
公
開
し

て
い
る
」
と
繰
り
返
す
だ

け
だ
っ
た
。

県
監
査
委
員
の
呆

れ
た
対
応
に
不
満

　

知
事
を
相
手
に

住
民
訴
訟
提
起

　

と
こ
ろ
が
県
監

査
委
員
は
、
私
の

監
査
請
求
を
「
憶

測
に
基
い
て
い
る
」

と
し
て
却
下
し
た
。

監
査
委
員
は
、
県
議

会
か
ら
二
名
、
識
者
か
ら

三
名
知
事
が
選
任
す
る
。

彼
ら
は
、
私
の
請
求
に
限

ら
ず
、
今
年
度
八
月
迄
に

出
さ
れ
た
六
件
の
住
民
監

査
請
求
を
全
て
却
下
な
い

し
棄
却
し
た
。
と
て
も
中

立
公
平
と
は
思
え
な
い
。

　

事
実
を
公
平
に
見
れ

ば
、
公
用
車
の
使
途
に
疑

2017/09/01

ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
し
こ
く
記
者
が
撮
影
し
、
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
知

事
知
人
の
披
露
宴
会
場
前
で
待
機
す
る
知
事
専
用
車
の
写
真
。

無
内
容
な
知
事
専
用

車
の
運
転
記
録

扶川敦無料生活相談所

090-1570-2045（扶川）まで
なんでもお気軽にご相談下さい。
事務所　板野町犬伏字大坪７８－１

ＴＳＫサービス
◆格安引越・中古家電など販売
◇草刈り・部屋の片付け作業
◆その他何でもお手伝い
安心親切な便利屋さんです
電話　088-672-5875

記念オケ鑑賞後どこで何をしていた？

飯泉知事を相手取り違法確認の訴訟を提起飯泉知事を相手取り違法確認の訴訟を提起

088-672-5875

問
を
抱
く
の
は
当
然
だ
ろ

う
。
舛
添
前
東
京
都
知
事

の
問
題
が
発
覚
し
た
後
だ

け
に
尚
更
の
こ
と
だ
。

　

私
は
、
却
下
を
不
服
と

し
て
、
八
月
二
日
知
事
を
相

手
取
り
、
徳
島
地
裁
に
住
民

訴
訟
を
提
起
し
た
。
使
途
を

隠
し
て
公
用
車
を
使
う
違
法

性
の
確
認
を
求
め
て
い
る
。
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知
事
公
用
車
問
題
の
外
、

二
つ
の
問
題
で
住
民
監
査

請
求
を
提
出
。
県
の
収
入

増
や
行
政
運
営
是
正
に
つ

な
が
っ
た
。

県
職
員
退
職
者
会
の
県

庁
舎
タ
ダ
借
り 

　

 

県
退
職
者
会
は
、
県
職

員
Ｏ
Ｂ
の
親
睦
や
福
祉
の

た
め
の
団
体
だ
が
、
県
庁

内
に
事
務
所
を
置
い
た
上

庁
舎
の
家
賃
を
免
除
さ
れ

て
い
る
の
は
、
四
国
で
も

徳
島
県
だ
け
だ
っ
た
。

　

私
は
、
同
会
は
庁
外
に

移
転
す
る
か
、
残
る
な
ら

最
低
で
も
家
賃
は
県
に
支

払
う
べ
き
だ
と
要
求
。
請

求
は
棄
却
さ
れ
た
が
、
今

年
四
月
か
ら
県
退
職
者
会

は
、
年
間
四
〇
万
円
余
の

家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
。

や
り
っ
放
し
の
ひ
と
り

親
就
労
支
援
事
業  

　

徳
島
県
は
、
国
の
補

助
金
で
、
ひ
と
り
親
が

　

住
民
監
査
請
求
を
二
件
提
出

　

タ
ダ
借
り
、
や
り
っ
放
し
は
ダ
メ
！

　

　
「
と
く
し
ま
記
念

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に
異

常
な
力
を
入
れ
、
二
〇

年
来
の
知
人
川
岸
美
奈

子
代
表
の
音
楽
プ
ロ
に

三
億
六
八
〇
〇
万
円
支

払
っ
た
飯
泉
知
事
。
そ
の

裏
で
、
徳
島
県
が
全
国
に

誇
る
県
立
図
書
館
の
地
盤

沈
下
が
進
ん
だ
。
県
立
図

書
館
に
行
き
取
材
し
た
。

　

県
立
図
書
館
は
、
平
成

二
年
文
化
の
森
へ
の
移
転

当
初
、
一
億
円
余
の
図

書
購
入
費
を
確
保
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成

一
五
年
五
月
初
当
選
し
た

飯
泉
知
事
は
、
就
任
後
す

ぐ
に
図
書
費
の
カ
ッ
ト
を

始
め
た
。
現
在
は
わ
ず
か

三
七
〇
〇
万
円
で
、
ピ
ー

ク
時
の
三
分
の
一
以
下

だ
。
就
任
二
年
目
に
は

八
千
万
円
、
三
年
目
に
は

七
千
万
円
、
就
任
六
年
目

に
、
は
や
現
在
の
水
準
ま

で
減
ら
し
た
。

　

平
成
二
〇
年
度
の
予

算
カ
ッ
ト
で
は
、
当
初

五
八
〇
種
程
度
だ
っ
た
雑

誌
を
三
三
〇
種
程
度
に
、

新
聞
も
六
〇
種
か
ら
四
〇

種
に
減
ら
し
た
。
削
ら
れ

た
雑
誌
に
は
、
週
間
ゲ
ン

ダ
イ
や
週
間
ポ
ス
ト
、
新

聞
は
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
や
ト

リ
ビ
ュ
ー
ン
し
こ
く
な

ど
が
あ
る
。
資
料
収
集

は
、
継
続
性
が
大
切
。
収

集
中
止
に
つ
い
て
関
係
者

は
「
断

腸
の
思

い
」
と

話
す
。

　

図
書

館
の
蔵
書
数
は
、
当
然

年
々
増
加
す
る
。
人
類
の

知
恵
や
知
識
の
結
晶
だ
。

現
在
徳
島
県
立
図
書
館
の

蔵
書（
新
聞
な
ど
を
除
く
）

は
、
一
二
〇
万
冊
近
い
。

開
設
当
初
か
ら
全
国
九
位

と
県
立
図
書
館
中
有
数
の

蔵
書
数
を
誇
り
、
一
時
は

全
国
七
位
に
な
っ
た
。
徳

島
県
よ
り
多
か
っ
た
の

は
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
、

千
葉
、
埼
玉
、
栃
木
の
六

都
府
県
だ
け
だ
っ
た
。
し

か
し
、
知
事
の
図
書
費
削

減
に
よ
り
当
初
の
九
位
に

逆
戻
り
、
さ
ら
に
順
位
を

落
と
し
つ
つ
あ
る
。

　

財
政
事
情
で
文
化
予
算

も
聖
域
に
で
き
な
い
と
し

て
も
、
バ
ラ
ン
ス
が
必
要

だ
。
知
事
の
判
断
に
、
歪

み
は
な
い
の
か
。

　

被
災
地
支
援
は
、
今
年

正
月
、
福
島
県
南
相
馬
市

の
仮
設
住
宅
へ
杵
づ
き
餅

を
送
っ
た
。
五
月
に
は
、

第
二
七
回
の
仮
設
住
宅
訪

問
を
実
施
。
被
災
者
に
お

米
な
ど
を
お
届
け
し
、
自

治
会
長
さ
ん
に
現
地
の
案

内
を
い
た
だ
い
て
、
被
災

者
と
交
流
し
た
。

　

そ
の
後
、
九
州
や
秋
田

で
豪
雨
災
害
が
発
生
し

た
。
現
在
支
援
活
動
を
検

討
・
計
画
中
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
被
災
者

の
仮
設
住
宅
は
、
七
年
め

に
入
っ
て
よ
う
や
く
解
消

に
向
か
っ
て
い
る
。
私
が

訪
れ
た
小
池
長
沼
は
、
建

設
さ
れ
た
二
〇
〇
戸
の
う

福
島

記
念
オ
ケ
事
業 

に
大
金   

図
書
購
入
費  

三
分
の
一
に
削
減

い
び
つ
過
ぎ
だ
よ　

飯
泉
知
事
の
文
化
行
政

ち
入
居
は
四
〇
戸
ほ
ど
で
、

聞
け
ば
大
半
の
人
は
、
公

営
住
宅
な
ど
へ
の
転
居
の

見
通
し
が
立
っ
て
い
た
。

　

徳
島
県
で
も
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
や
中
央
構
造
線

の
地
震
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
住
宅
耐
震
化
と
あ
わ

せ
、
大
災
害
が
起
き
た
あ

と
の
住
宅
確
保
対
策
は
、

い
ま
か
ら
本
気
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。　

　

私
の
無
料
相
談
所
は
、
相

変
わ
ら
ず
生
活
困
窮
者
の
相

談
が
多
い
。
一
時
的
資
金
不

足
は
、
生
活
福
祉
資
金
を
活

用
し
、
根
本
的
不
足
に
は
、

生
活
保
護
を
申
請
す
る
。
住

居
が
無
け
れ
ば
ア
パ
ー
ト
を

紹
介
し
、
家
財
道
具
が
無
け

れ
ば
揃
え
る
。
引
っ
越
し
や

家
を
片
付
け
る
支
援
を
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
需
要
に
即

応
す
る
た
め
、「
Ｔ
Ｓ

Ｋ
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
便
利

屋
を
仲
間
と
や
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
を
、「
低
所

得
者
相
手
の
金
儲
け
だ
」
と

悪
口
を
言
う
人
が
い
る
と
耳

に
入
っ
た
。

　
「
Ｔ
Ｓ
Ｋ
」
は
「
た
・
す
・

け
＝
助
」
の
意
味
。
文
字
通

り
一
円
も
貰
わ
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
や
る
。
た
だ
、
そ

の
経
費
を
全
部
負
担
す
る
力

は
私
に
無
い
。
ス
タ
ッ
フ

も
、
高
齢
や
障
害
等
で
普
通

に
就
職
が
で
き
な
い
人
が
中

心
だ
。
彼
ら
に
少
し
で
も
生

活
費
を
稼
い
で
も
ら
う
狙
い

も
あ
る
か
ら
、
利
用
者
の
事

情
に
合
わ
せ
て
、
格
安
だ
が

少
し
は
経
費
が
生
ま
れ
る
よ

う
料
金
設
定
を
す
る
。

　

悪
口
を
言
う
人
達
は
、
実

情
を
知
ら
な
い
。
以
前
私
に

生
活
保
護
詐
欺
だ
と
冤
罪
を

仕
掛
け
た
連
中
も
、
私
の
活

動
を
「
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
」
だ

と
思
い
こ
ん
で
い
た
。
低
所

得
者
相
手
の
仕
事
が
即
「
貧

困
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
ら
、
福
祉

事
務
所
の
役
人
な
ど
は
最
大

の
「
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
」
者
だ
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
低
所
得

者
に
高
額
料
金
を
吹
っ
か
け

て
搾
取
す
る
悪
ど
い
商
売
が

「
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
の
だ
。

　

他
者
の
悪
意
を
決
め
つ
け

る
の
は
、
自
分
の
中
に
同
じ

も
の
が
あ
る
か
ら
。
そ
れ
を

「
下
衆
の
勘
ぐ
り
」
と
い
う
。

し
か
し
、
悪
意
は
悪

意
し
か
生
ま
な
い
。

権
力
者
ほ
ど
、
理
解

と
寛
容
を
大
切
に
す
べ
き
な

の
に
、現
実
は
そ
う
で
な
い
。

　

私
も
強
く
な
い
。
相
談
者

に
裏
切
ら
れ
る
と
「
何
で
こ

ん
な
人
を
助
け
た
の
か
」
と

怒
り
や
虚
し
さ
に
打
ち
の
め

さ
れ
る
。
た
だ
長
い
目
で
見

れ
ば
、
善
意
は
決
し
て
無
駄

に
な
ら
な
い
と
信
じ
る
。

「
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
意
味
を

知
っ
て
言
う
悪
口
で
す
か
？

南相馬市の仮設住宅で５月

在
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

仕
事
を
す
る
訓
練
と
仕
事
確

保
の
事
業
を
実
施
。
と
こ
ろ

が
、
二
億
四
千
万
円
か
け
た
事

業
で
、
実
際
に
ひ
と
り
親
が
請

け
た
仕
事
は
二
八
二
万
円
。
数

千
万
円
を
使
っ
て
購
入
し
た
パ

ソ
コ
ン
や
サ
ー
バ
ー
、
ソ
フ
ト

は
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
ず
、
行

方
不
明
の
パ
ソ
コ
ン
も
多
数
生

ま
れ
た
。

  

私
は
、
事
業
効
果
の
検
証
と

県
財
産
の
管
理
を
き
ち
ん
と
せ

よ
と
要
求
。
請
求
は
棄
却
さ
れ

た
が
、
県
は
正
式
な
パ
ソ
コ
ン

の
貸
与
手
続
き
や
行
方
不
明
パ

ソ
コ
ン
の
照
会
を
行
っ
た
。

徳島県立図書館

　

高
知
県
大
川
村
で
人

口
減
少
を
背
景
に
議
会

を
廃
止
し
、「
町
村
総

会
」
に
す
る
と
い
う
議

論
が
さ
れ
た
。
議
会
廃

止
は
先
送
り
の
よ
う
だ

が
、
実
際
に
総
会
が
可

能
な
く
ら
い
人
口
が
減

れ
ば
、
議
会
廃
止
も
よ

い
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
な
り

に
人
口
が
あ
る
市
町
村

や
県
議
会
で
、「
議
員

の
数
を
減
ら
せ
」
コ
ー

ル
が
起
き
る
の
は
、

議
員
が
住
民
の
信
頼
を

得
ら
れ
る
仕
事
を
し
て

い
な
い
反
映
だ
。

　

地
方
議
員
の
仕
事

は
、
住
民
の
声
を
届

け
、
首
長
（
知
事
や
市

町
村
長
）
の
仕
事
を
点

検
す
る
こ
と
だ
。
と
こ

ろ
が
、
歩
い
て
住
民
の

声
を
聞
く
で
も
な
く
、

議
会
で
発
言
す
る
で
も

な
く
、「
一
旦
当
選
す

る
と
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て

仕
事
を
し
な
い
」
と
陰

口
を
た
た
か
れ
る
議
員

が
、
け
っ
こ
う
多
い
。

　

た
だ
、
仕
事
を
し
な

い
議
員
が
生
き
延
び
る

の
は
、
そ
れ
で
も
選
挙

で
勝
つ
か
ら
だ
。
議
員

の
仕
事
を
す
る
か
ど
う

か
よ
り
、
仕
事
や
金
を

く
れ
る
人
に
投
票
す
る

有
権
者
が
結
構
い
る
。

　

地
元
や
親
戚
、
友
人

を
、
人
間
関
係
で
支

援
す
る
の
は
自
然
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
金

つ
な
が
り
で
の
投
票

は
、
政
治
の
中
身
を

歪
め
る
だ
け
だ
。
結

局
、
議
員
定
数
を
減

ら
せ
ば
減
ら
す
ほ
ど
、

議
会
が
活
性
化
す
る

ど
こ
ろ
か
、金
権
「
有

力
者
」（
？
）
が
議
員

に
な
り
が
ち
で
、
首
長

と
馴
れ
合
っ
て
発
言
し

な
く
な
る
。

　
「
地
方
議
会
の
空
洞

化
」に
対
処
す
る
に
は
、

有
権
者
自
身
が
賢
く
な

る
し
か
な
い
。　

時事コラム

賢い有権者が
働く議会を作る

辛
口

七
年
目
で
よ
う
や
く
仮
設
住
宅
解
消
へ

徳
島
で
も
本
気
で
大
地
震
へ
の
備
え
を


